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回次
第61期

第２四半期連結
累計期間

第62期
第２四半期連結

累計期間
第61期

会計期間
自2022年11月１日
至2023年４月30日

自2023年11月１日
至2024年４月30日

自2022年11月１日
至2023年10月31日

売上高 （千円） 15,930,230 16,374,002 31,245,163

経常利益 （千円） 1,091,081 1,405,056 2,250,739

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 2,246,307 960,179 3,118,160

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,919,206 1,061,992 2,961,665

純資産額 （千円） 27,722,462 28,642,218 27,901,724

総資産額 （千円） 41,363,008 42,628,001 42,432,902

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 160.63 70.01 223.09

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 66.9 67.0 65.6

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 2,206,726 2,860,419 4,579,834

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △700,684 △1,834,181 △4,653,905

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △435,958 △906,706 1,042,113

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 5,614,556 5,537,427 5,397,530

回次
第61期

第２四半期連結
会計期間

第62期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自2023年２月１日
至2023年４月30日

自2024年２月１日
至2024年４月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 35.42 39.29

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

３　当社は、株式交付信託の仕組みを用いた役員株式報酬制度を導入しております。１株当たり四半期（当期）

純利益の基礎となる期中平均株式数はその計算において控除する自己株式に、当該信託が保有する当社株式

を含めております。

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、値上げや円安の効果により好業績となった会社があった

一方で、2024年１～３月期の国内総生産は年率マイナス2.0％と２四半期ぶりのマイナス成長となり、記録的な

円安も一因となった物価の上昇も継続、また、ロシアとウクライナ及びパレスチナとイスラエルの紛争も原油高

や海上輸送の混乱といった経済活動に大きな影響を及ぼし、不安材料が残る状況にありました。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、販売単価の管理、原材料の見直し及び生産効率の改善

等、収益性を重視した活動に注力してまいりました。

その結果、売上高163億74百万円（前年同四半期比2.8％増）、営業利益12億71百万円（前年同四半期比25.8％

増）、経常利益14億５百万円（前年同四半期比28.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は９億60百万円

（前年同四半期比57.3％減）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益が大きく減少している理由は、

前年度に当社連結子会社の青島萩原工業有限公司が土地収用に伴い受領した収用補償金20億22百万円を特別利益

に計上したためであります。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

　[合成樹脂加工製品事業]

合成樹脂加工製品事業におきましては、第１四半期と同様、資材価格の高騰に起因したユーザーの買い控え

等により、特に農業資材向けや一般資材向け原糸の需要が依然として低迷いたしました。一方、粘着テープ原

反は災害対策需要や住宅向け用途が増えたことで好調に推移、ブルーシートは能登半島地震の復興需要に優先

して対応してまいりました。また、円安を背景に輸出案件が好調に推移し、特に包装資材用途のメルタックが

大幅な増収となり、コンクリート補強繊維「バルチップ」も競争が激化する海外市場の中で増収となりまし

た。インドネシア子会社「ハギハラ・ウエストジャワ・インダストリーズ社」におきましては、主要製品であ

るバルチップ、低迷していたフレキシブルコンテナバッグの生産量増加により増収、国内子会社「東洋平成ポ

リマー株式会社」におきましては、買い控え等の影響で減収となりましたが、価格転嫁や生産性改善等により

増益となりました。

その結果、売上高134億73百万円（前年同四半期比0.6％減）、営業利益10億46百万円（前年同四半期比

14.6％増）となりました。

　[機械製品事業]

機械製品事業におきましては、主力製品であるスリッター関連機器において、国内市場ではラベル関連など

順調に販売が推移いたしましたが、海外市場では中国市場におけるリチウムイオン電池関連の市況が低調とな

り、今後も厳しい状況が予測されております。一方、世界的な脱炭素の流れを背景にマテリアルリサイクルへ

の取り組みが国内大手企業でも増えており、ペットボトルの水平リサイクルに欠かせないスクリーンチェンジ

ャーの販売が増加し、リサイクル関連製品の売上が大幅に拡大いたしました。引き続き、マテリアルリサイク

ル関連の常設展示機を最新化し、各業界の大手企業との協業を積極的に推進してまいります。

その結果、売上高29億０百万円（前年同四半期比21.9％増）、営業利益２億25百万円（前年同四半期比

130.0％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産は426億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億95

百万円の増加となりました。資産の部では、流動資産は224億95百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億79

百万円の減少となりました。これは主に受取手形及び売掛金が４億88百万円、その他が４億62百万円それぞれ減

少したこと等によります。

固定資産は201億32百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億75百万円の増加となりました。これは主に建

設仮勘定が12億69百万円増加したこと等によります。

負債の部では流動負債は90億58百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億12百万円の減少となりました。こ

れは主に短期借入金が１億49百万円減少したこと等によります。

固定負債は49億27百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億33百万円の減少となりました。これは主に長期

借入金が４億５百万円減少したこと等によります。

純資産の部は286億42百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億40百万円の増加となりました。この結果、

自己資本比率は67.0％となりました。

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ１億39百万円増加し55億37百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりで

あります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は28億60百万円（前年同四半期比29.6％増）となりました。

これは税金等調整前四半期純利益14億３百万円、減価償却費８億25百万円、売上債権の減少額３億87百万円を

主とする資金の増加と法人税等の支払額３億92百万円を主とする資金の減少によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により支出した資金は18億34百万円（前年同四半期比161.8％増）となりました。

これは主に有形固定資産の取得による支出18億24百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により支出した資金は９億６百万円（前年同四半期比108.0％増）となりました。

これは主に長期借入金の返済による支出３億26百万円及び配当金の支払額３億45百万円を主とするものです。

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２億71百万円（前年同四半期は３億22百万円）であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2024年４月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2024年６月12日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 14,897,600 14,897,600 東京証券取引所プライム市場 単元株式数　100株

計 14,897,600 14,897,600 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2024年２月１日～

2024年４月30日
－ 14,897,600 － 1,778,385 － 1,393,185

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
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2024年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

(信託口)

東京都港区赤坂１丁目８番１号　赤

坂インターシティＡＩＲ
1,550 11.21

萩原株式会社 岡山県倉敷市西阿知町西原884番地 1,435 10.38

株式会社日本カストディ銀行(信託口) 東京都中央区晴海１丁目８-12 657 4.75

萩原 邦章 岡山県倉敷市 537 3.88

萩原工業従業員持株会 岡山県倉敷市水島中通１丁目４番地 462 3.34

萩原 賦一 岡山県倉敷市 200 1.44

株式会社広島銀行(常任代理人 株式会社日本

カストディ銀行)

広島県広島市中区紙屋町１丁目３-８

(東京都中央区晴海１丁目８-12)
200 1.44

株式会社三菱ＵＦＪ銀行
東京都千代田区丸の内２丁目７番１

号
200 1.44

ＳＭＢＣ日興証券株式会社
東京都千代田区丸の内３丁目３番１

号
125 0.90

株式会社商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲２丁目10-12 100 0.72

計 ― 5,468 39.55

（５）【大株主の状況】

　（注）１．当社は2024年４月30日現在で、自己株式1,071千株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合7.19％）を

所有しており、上記大株主からは除外しております。

２．当社は、株式交付信託を導入しております。当該信託の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信

託口）が所有する111千株（0.74％）は、上記（注）１の自己株式に含めておりません。
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2024年４月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,071,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 13,792,600 137,926 －

単元未満株式 普通株式 33,400 － －

発行済株式総数 14,897,600 － －

総株主の議決権 － 137,926 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（注）株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式111,400株（議決権の数1,114個）につきましては、

「完全議決権株式（その他）」に含めております。

2024年４月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

萩原工業株式会社
岡山県倉敷市水島

中通一丁目４番地
1,071,600 － 1,071,600 7.19

計 － 1,071,600 － 1,071,600 7.19

②【自己株式等】

（注）株式交付信託の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が所有する111,400株（議決権の数1,114

個）は、上記自己名義所有株式数に含めておりません。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2024年２月１日から2024

年４月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年11月１日から2024年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,138,450 6,279,827

受取手形及び売掛金 ※ 7,386,760 ※ 6,898,194

電子記録債権 ※ 1,267,164 ※ 1,371,284

商品及び製品 2,804,960 2,551,415

仕掛品 3,169,921 3,292,323

原材料及び貯蔵品 1,511,841 1,371,746

その他 1,213,658 750,903

貸倒引当金 △17,479 △20,380

流動資産合計 23,475,279 22,495,316

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,546,956 7,468,165

機械装置及び運搬具（純額） 3,715,395 3,682,166

工具、器具及び備品（純額） 395,262 435,935

土地 3,853,106 3,851,502

建設仮勘定 1,295,981 2,565,224

有形固定資産合計 16,806,703 18,002,994

無形固定資産

のれん 108,333 95,833

その他 388,224 384,640

無形固定資産合計 496,557 480,473

投資その他の資産

保険積立金 389,139 377,599

その他 1,265,223 1,271,617

投資その他の資産合計 1,654,362 1,649,217

固定資産合計 18,957,623 20,132,685

資産合計 42,432,902 42,628,001

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年４月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,732,983 1,787,263

電子記録債務 ※ 1,675,753 ※ 1,634,828

短期借入金 2,314,843 2,165,494

未払法人税等 428,705 427,512

賞与引当金 655,336 602,471

製品保証引当金 36,909 40,139

その他 2,325,977 2,400,524

流動負債合計 9,170,509 9,058,234

固定負債

長期借入金 4,374,922 3,968,935

退職給付に係る負債 756,001 712,017

その他 229,745 246,596

固定負債合計 5,360,668 4,927,549

負債合計 14,531,178 13,985,783

純資産の部

株主資本

資本金 1,778,385 1,778,385

資本剰余金 1,490,082 1,490,082

利益剰余金 24,912,660 25,527,192

自己株式 △1,501,196 △1,501,196

株主資本合計 26,679,932 27,294,464

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 34,683 48,873

繰延ヘッジ損益 3,695 △1,732

為替換算調整勘定 1,237,590 1,287,985

退職給付に係る調整累計額 △130,342 △87,600

その他の包括利益累計額合計 1,145,626 1,247,525

新株予約権 52,322 76,471

非支配株主持分 23,842 23,756

純資産合計 27,901,724 28,642,218

負債純資産合計 42,432,902 42,628,001
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年11月１日
　至　2023年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年11月１日
　至　2024年４月30日)

売上高 15,930,230 16,374,002

売上原価 11,750,565 11,788,614

売上総利益 4,179,664 4,585,388

販売費及び一般管理費 ※ 3,168,805 ※ 3,313,741

営業利益 1,010,859 1,271,647

営業外収益

受取利息 16,094 11,665

受取配当金 1,631 2,125

受取保険金 42,480 19,382

為替差益 － 65,215

試作品等売却収入 16,990 15,818

その他 66,385 56,362

営業外収益合計 143,582 170,569

営業外費用

支払利息 26,695 27,613

為替差損 32,006 －

その他 4,658 9,546

営業外費用合計 63,360 37,160

経常利益 1,091,081 1,405,056

特別利益

投資有価証券売却益 － 7,860

収用補償金 2,022,865 －

特別利益合計 2,022,865 7,860

特別損失

固定資産売却損 － 2,415

固定資産除却損 － 6,749

特別損失合計 － 9,164

税金等調整前四半期純利益 3,113,947 1,403,752

法人税等 864,458 440,407

四半期純利益 2,249,488 963,344

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,180 3,164

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,246,307 960,179

（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年11月１日
　至　2023年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年11月１日
　至　2024年４月30日)

四半期純利益 2,249,488 963,344

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,642 14,189

繰延ヘッジ損益 △2,265 △5,427

為替換算調整勘定 △313,295 47,144

退職給付に係る調整額 △19,363 42,742

その他の包括利益合計 △330,282 98,648

四半期包括利益 1,919,206 1,061,992

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,914,712 1,062,078

非支配株主に係る四半期包括利益 4,493 △85

【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年11月１日
　至　2023年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年11月１日
　至　2024年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,113,947 1,403,752

減価償却費 660,243 825,048

収用補償金 △2,022,865 －

のれん償却額 48,047 12,499

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,669 2,900

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △108,213 18,035

役員株式報酬引当金の増減額（△は減少） △69,360 8,748

役員退職慰労金の支払額 △169,539 －

受取利息及び受取配当金 △17,725 △13,790

支払利息 26,695 27,613

売上債権の増減額（△は増加） △471,641 387,862

棚卸資産の増減額（△は増加） △4,547 294,925

仕入債務の増減額（△は減少） 243,117 145,898

その他 △456,695 154,027

小計 776,129 3,267,521

利息及び配当金の受取額 15,795 14,753

利息の支払額 △30,986 △29,444

法人税等の支払額 △598,494 △392,411

収用補償金の受取額 2,022,865 －

補助金の受取額 21,417 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,206,726 2,860,419

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △587,731 △1,824,965

有形固定資産の売却による収入 694 5,191

投資有価証券の売却による収入 35 16,892

保険積立金の増減額（△は増加） 20,264 11,539

その他 △133,947 △42,839

投資活動によるキャッシュ・フロー △700,684 △1,834,181

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △80,957 △235,287

長期借入金の返済による支出 △101,630 △326,095

自己株式の取得による支出 △75 －

配当金の支払額 △253,295 △345,323

財務活動によるキャッシュ・フロー △435,958 △906,706

現金及び現金同等物に係る換算差額 △128,817 20,365

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 941,265 139,897

現金及び現金同等物の期首残高 4,673,291 5,397,530

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 5,614,556 ※ 5,537,427

（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

前連結会計年度
（2023年10月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2024年４月30日）

受取手形 10,703千円 37,655千円

電子記録債権 72,604 60,091

電子記録債務 55,096 56,104

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形等

四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日又は決済日をもって決済処理をしてお

ります。

なお、当四半期連結会計期間においては、一部の連結子会社の決算日が金融機関の休日であったため、次の四

半期連結会計期間末日満期手形等が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

　前第２四半期連結累計期間
（自  2022年11月１日

　　至  2023年４月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自  2023年11月１日

　　至  2024年４月30日）

運賃及び荷造費 513,482千円 452,222千円

貸倒引当金繰入額 4,353 7,998

給料及び賞与 682,610 759,986

賞与引当金繰入額 170,784 145,294

退職給付費用 22,221 22,149

役員株式報酬引当金繰入額 11,874 8,748

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な項目及び金額は次のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間
（自  2022年11月１日

至  2023年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  2023年11月１日

至  2024年４月30日）

現金及び預金勘定 6,253,236千円 6,279,827千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △638,680 △742,400

現金及び現金同等物 5,614,556 5,537,427

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
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決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年１月25日

定時株主総会
普通株式 252,830 18 2022年10月31日 2023年１月26日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月12日

取締役会
普通株式 351,152 25 2023年４月30日 2023年７月４日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年１月24日

定時株主総会
普通株式 345,647 25 2023年10月31日 2024年１月25日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月10日

取締役会
普通株式 345,647 25 2024年４月30日 2024年７月２日 利益剰余金

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年11月１日　至　2023年４月30日）

１．配当金支払額

（注）配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する74,775株に対する配当金1,345千円が含まれております。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（注）配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する31,675株に対する配当金791千円が含まれております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年11月１日　至　2024年４月30日）

１．配当金支払額

（注）配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する111,475株に対する配当金2,786千円が含まれております。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（注）配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する111,475株に対する配当金2,786千円が含まれております。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額

（注）
合成樹脂

加工製品事業
機械製品事業 計

売上高

日本 9,320,660 1,667,805 10,988,466 － 10,988,466

アジア 1,524,477 688,977 2,213,454 － 2,213,454

北アメリカ 1,114,002 22,869 1,136,872 － 1,136,872

南アメリカ 808,005 － 808,005 － 808,005

オセアニア 413,902 － 413,902 － 413,902

ヨーロッパ 356,642 69 356,712 － 356,712

アフリカ 12,816 － 12,816 － 12,816

顧客との契約から生じる

収益
13,550,508 2,379,721 15,930,230 － 15,930,230

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 13,550,508 2,379,721 15,930,230 － 15,930,230

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 170,362 170,362 △170,362 －

計 13,550,508 2,550,083 16,100,592 △170,362 15,930,230

セグメント利益 912,815 98,043 1,010,859 － 1,010,859

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額

（注）
合成樹脂

加工製品事業
機械製品事業 計

売上高

日本 9,060,802 2,545,292 11,606,094 － 11,606,094

アジア 1,670,436 353,949 2,024,386 － 2,024,386

北アメリカ 1,148,140 936 1,149,077 － 1,149,077

南アメリカ 1,005,531 － 1,005,531 － 1,005,531

ヨーロッパ 314,945 539 315,485 － 315,485

オセアニア 273,427 － 273,427 － 273,427

アフリカ － － － － －

顧客との契約から生じる

収益
13,473,284 2,900,718 16,374,002 － 16,374,002

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 13,473,284 2,900,718 16,374,002 － 16,374,002

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 277,018 277,018 △277,018 －

計 13,473,284 3,177,736 16,651,020 △277,018 16,374,002

セグメント利益 1,046,103 225,543 1,271,647 － 1,271,647

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年11月１日　至　2023年４月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年11月１日　至　2024年４月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

- 15 -
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

前第２四半期連結累計期間
（自　2022年11月１日

至　2023年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年11月１日

至　2024年４月30日）

１株当たり四半期純利益 160円63銭 70円01銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 2,246,307 960,179

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
2,246,307 960,179

普通株式の期中平均株式数（株） 13,984,600 13,714,427

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

２．当社は、株式交付信託を導入しております。１株当たり四半期純利益の基礎となる期中平均株式数はその計算

において控除する自己株式に当該信託が保有する当社株式を含めております。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

2024年６月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・345,647千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・25円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・2024年７月２日

（注）　2024年４月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

- 16 -
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

- 17 -

2024/06/13 19:48:53／23086762_萩原工業株式会社_第２四半期報告書



独立監査人の四半期レビュー報告書

2024年６月10日

萩原工業株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

大 阪 事 務 所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 越　智　慶　太

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 西　原　大　祐

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている萩原工業株式会

社の2023年11月１日から2024年10月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2024年２月１日から2024年４月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年11月１日から2024年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、萩原工業株式会社及び連結子会社の2024年４月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュ

ー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥
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　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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